
大
成
ロ
テ
ッ
ク
Ｊ
Ｖ
に

中四国防衛

美
保
駐
機
場
新
設
舗
装
等

航
空
灯
火
基
礎
工
事

航
空
灯
火
基
礎
工
事
約
　
カ
2121

所
を
施
工
す
る
ほ
か
、
設

所
を
施
工
す
る
ほ
か
、
設
備

工
事
と
し
て
航
空
灯
火
設

工
事
と
し
て
航
空
灯
火
設
備

工
事
一
式
や
航
空
機
用
静

工
事
一
式
や
航
空
機
用
静
電

接
地
工
事
一
式
を
行
う

接
地
工
事
一
式
を
行
う
も

の
。
工
期
は

の
。
工
期
は
２
０
２
３

２
０
２
３
年
６

月
　
日
ま
で
で
、
工
事
場

日
ま
で
で
、
工
事
場
所

3030
は
鳥
取
県
境
港
市

は
鳥
取
県
境
港
市
。

入
札
に
は
、
同
Ｊ
Ｖ
の

　
入
札
に
は
、
同
Ｊ
Ｖ
の
ほ

か
に
、
日
本
道
路
・
大
協

か
に
、
日
本
道
路
・
大
協
組

特
定
Ｊ
Ｖ
（
入
札
金
額

特
定
Ｊ
Ｖ
（
入
札
金
額
３
億

１
６
９
０

１
６
９
０
万
円
、
評
価

万
円
、
評
価
値

　
・
４
８
９

４
８
９
）
も
参
加
し

）
も
参
加
し
て

5050い
た
い
た
。

認
型
総
合
評
価
方
式
（
地

認
型
総
合
評
価
方
式
（
地
域

評
価
型
）
を
採
用
。
同
Ｊ

評
価
型
）
を
採
用
。
同
Ｊ
Ｖ

は
評
価

は
評
価
値
　
・
６
３
７

６
３
７
で
落

5151

札
に
至
っ
た

札
に
至
っ
た
。

工
事
内
容
は
、
土
木
工

　
工
事
内
容
は
、
土
木
工
事

と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

約
８
６
０

８
６
０
０
釈
、
ア
ス
フ

、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
約

ル
ト
舗
装
約
２
６
０

２
６
０
０
釈
、

平
面
張
芝
約

平
面
張
芝
約
３
３
０

３
３
０
０
釈
、

中
国
四
国
防
衛
局

　
中
国
四
国
防
衛
局
は
　2727

日
、「
美
保
（

日
、「
美
保
（
３
）
駐
機
場

）
駐
機
場
新

設
舗
装
等
工
事
」
を
一
般

設
舗
装
等
工
事
」
を
一
般
競

争
入
札
し
、
落
札
者
を
大

争
入
札
し
、
落
札
者
を
大
成

ロ
テ
ッ
ク
・
シ
モ
モ
ト
特

ロ
テ
ッ
ク
・
シ
モ
モ
ト
特
定

Ｊ
Ｖ
に
決
め
た
。
落
札
金

Ｊ
Ｖ
に
決
め
た
。
落
札
金
額

は
２
億
９
９
６
０

９
９
６
０
万
円
（

万
円
（
税

別
、
以
下
同
）

別
、
以
下
同
）
。

同
工
事
は
、
施
工
体
制

　
同
工
事
は
、
施
工
体
制
確

　
　

　
　

廿日市市

平
良
丘
陵
新
機
能
都
市
開
発

立
地
希
望

立
地
希
望
22
月月
㮇
日
ま
で
公
募

日
ま
で
公
募

1616

府中市

新
市
民
プ
ー
ル
整
備
の
調
査
結
果
公
表

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
6
者
参
加

　
　

会
の
江
良
和
徳
技
術
委
員

会
の
江
良
和
徳
技
術
委
員
長

（
極
東
興
和
）
が
担
当
し
、

（
極
東
興
和
）
が
担
当
し
、
講

習
会
場
は
同
協
会
会
議

習
会
場
は
同
協
会
会
議
室

（
広
島
市
中
区
東
千
田
町

（
広
島
市
中
区
東
千
田
町
２

―
３
―
　
、
福
徳
ビ
ル
）

、
福
徳
ビ
ル
）
。

2626

時
間
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー

　
時
間
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
中
心
と
な
る
第

ョ
ン
中
心
と
な
る
第
１
回
が

午
後
午
後
６
～
８
時
、
時
、
２
回
目
回
目
以

降
は
午

降
は
午
前
　

時
～
午
後

時
～
午
後
４

1010

時
。
合
否
の
鍵
を
握
る
四

時
。
合
否
の
鍵
を
握
る
四
択

問
題
の
模
擬
試
験
と
解
説

問
題
の
模
擬
試
験
と
解
説
を

繰
り
返
し
て
実
力
の
底
上

繰
り
返
し
て
実
力
の
底
上
げ

を
図
る
ほ
か
、
記
述
式
問

を
図
る
ほ
か
、
記
述
式
問
題

に
つ
い
て
も
独
自
に
分
析

に
つ
い
て
も
独
自
に
分
析
し

た
必
勝
法
を
指
南
。

た
必
勝
法
を
指
南
。
７
月
　2424

日
の
本
試
験
に
向
け
て
集

日
の
本
試
験
に
向
け
て
集
中

的
に
対
策
す
る

的
に
対
策
す
る
。

同
会
は
、
「
受
講
す
れ

　
同
会
は
、
「
受
講
す
れ
ば

合
格
す
る
訳
で
は
な
く
か

合
格
す
る
訳
で
は
な
く
か
な

り
の
時
間
と
努
力
が
必
要

り
の
時
間
と
努
力
が
必
要
だ

が
、
今
回
も
合
格
す
る
意

が
、
今
回
も
合
格
す
る
意
欲

が
高
い
方
を
対
象
と
し
、

が
高
い
方
を
対
象
と
し
、
合

格
率
格
率
１
０
０

１
０
０
％
を
目
指
す

％
を
目
指
す
。

や
る
気
の
あ
る
方
は
申
し

や
る
気
の
あ
る
方
は
申
し
込

ん
で
ほ
し
い
」
と
し
て

ん
で
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る
。

ク
リ
ー
ト
診
断
士
合
格
指

ク
リ
ー
ト
診
断
士
合
格
指
南

講
座
講
座
２
０
２
２

２
０
２
２
～
十
河

～
十
河
塾

～
」
に
つ
い
て
、

～
」
に
つ
い
て
、
２
月
　
日
1111

ま
で
受
講
申
し
込
み
を
受

ま
で
受
講
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
る
。
受
講
費
用

付
け
て
い
る
。
受
講
費
用
は

５
万
円
（
全

万
円
（
全
６
回
、
テ
キ

回
、
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）
。
会
場
参
加

ト
代
含
む
）
。
会
場
参
加
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ど
ち
ら
で

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ど
ち
ら
で
も

受
講
可
能
と
し
て
い
る

受
講
可
能
と
し
て
い
る
。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
が
わ
か
る
本
」
「
コ

割
れ
が
わ
か
る
本
」
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
診
断
士
試
験
合

ク
リ
ー
ト
診
断
士
試
験
合
格

指
南
」
な
ど
の
著
書
を
手

指
南
」
な
ど
の
著
書
を
手
掛

け
た
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー

け
た
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

研
究
会
の
十
河
茂
幸
代

研
究
会
の
十
河
茂
幸
代
表

（
写
真
）
が
講
師
を
務
め
、

）
が
講
師
を
務
め
、
合

格
率
格
率
約
　
％
と
い
う
難
関

％
と
い
う
難
関
で

1515

知
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

知
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
試
験
に
高
い
合
格
率

断
士
試
験
に
高
い
合
格
率
を

誇
る
集
中
講
座
で
、
今
回

誇
る
集
中
講
座
で
、
今
回
で

６
回
目
の
開
催
。
昨
年
の

回
目
の
開
催
。
昨
年
の
受

講
者
に
お
い
て
も
、
ま
じ

講
者
に
お
い
て
も
、
ま
じ
め

に
受
講
（
出
席

に
受
講
（
出
席
率
　

％
以
％
以

5050

上
）
し
た
生
徒
は
約

上
）
し
た
生
徒
は
約
４
割
が

合
格
し
た
と
い
う

合
格
し
た
と
い
う
。

講
師
は
、
十
河
氏
と
コ

　
講
師
は
、
十
河
氏
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長
）

は
、
は
、
２
月
　
日
～
日
～
７
月
２
日

1515

の
日
程
で
開
催
す
る
「
コ

の
日
程
で
開
催
す
る
「
コ
ン

診断士試験講座の「十河塾」
Ｗｅｂ併用全6回、2月11日まで
コンクリートメンテナンス協会
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艶
艶
艶
艶
艶
艶
  艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

万
円
、
森
林
整
備

万
円
、
森
林
整
備
に
　
億
８
億
８

1818

８
０
０
万
円
、
緑
化
セ
ン

８
０
０
万
円
、
緑
化
セ
ン
タ

ー
の
長
寿
命
化
対
策
に
向

ー
の
長
寿
命
化
対
策
に
向
け

た
調
査
に
３
６
０
０
万
円

た
調
査
に
３
６
０
０
万
円
を

求
め
る

求
め
る
。

　
（
土
木
建
築
局
の
主
な

土
木
建
築
局
の
主
な
新

規
事
業
は
２
面
に
掲

規
事
業
は
２
面
に
掲
載
）

を
合
わ
せ
る
と
２
０
２
億

を
合
わ
せ
る
と
２
０
２
億
円

で
、
前
年
度
か

で
、
前
年
度
か
ら
　
・
３
％

・
３
％

1111

の
減
額
と
な
る
。
豪
雨
災

の
減
額
と
な
る
。
豪
雨
災
害

の
復
旧

の
復
旧
に
　
億
円
、
通
常

億
円
、
通
常
事

6464

業
の
た
め
池
・
ほ
場
・
森

業
の
た
め
池
・
ほ
場
・
森
林

の
整
備
に
１
３
８
億
円
を

の
整
備
に
１
３
８
億
円
を
投

じ
る
じ
る
。

主
な
事
業
と
し
て
、
治

　
主
な
事
業
と
し
て
、
治
山

施
設
の
整
備

施
設
の
整
備
に
　
億
７
０
０

億
７
０
０

2525

０
万
円
、
農
地
・
農
業
用

０
万
円
、
農
地
・
農
業
用
施

設
・
林
道
の
復
旧

設
・
林
道
の
復
旧
に
　
億
９
億
９

3535

０
０
万
円
、
た
め
池
の
整

０
０
万
円
、
た
め
池
の
整
備

に
　
億
７
０
０
万
円
、
ほ

億
７
０
０
万
円
、
ほ
場

2424
整
備
（
安
芸
高
田
市
鍋
石

整
備
（
安
芸
高
田
市
鍋
石
地

区
な
ど
）

区
な
ど
）
に
　
億
４
９
０

億
４
９
０
０

1818

（
宮
浦
～
西
野
）
の
道
路

（
宮
浦
～
西
野
）
の
道
路
改

良
に
５
２
０
０
万
円
（

良
に
５
２
０
０
万
円
（
同
　2020

億
円
）
な
ど
を
計
上
す
る

億
円
）
な
ど
を
計
上
す
る
見

込
み
込
み
。

農
林
水
産
局

　
農
林
水
産
局
の
　
年
度
当

年
度
当

2222

初
の
公
共
事
業
予
算
額
は

初
の
公
共
事
業
予
算
額
は
１

７
６
億
円
。
国
の
補
正
予

７
６
億
円
。
国
の
補
正
予
算

億
５
０
０
万
円
、
広
島
港

億
５
０
０
万
円
、
広
島
港
五

日
市
地
区
～
廿
日
市
地

日
市
地
区
～
廿
日
市
地
区

（
Ⅱ
期
）
の
整
備

（
Ⅱ
期
）
の
整
備
に
　
億
５
億
５

1212

０
０
０
万
円
、
主
要
地
方

０
０
０
万
円
、
主
要
地
方
道

吉
田
豊
栄
線
（
向
原
吉
田

吉
田
豊
栄
線
（
向
原
吉
田
道

路
）
の
整
備

路
）
の
整
備
に
　
億
５
０
０

億
５
０
０

1010

０
万
円
な
ど
を
盛
り
込
む

０
万
円
な
ど
を
盛
り
込
む
考

え
。新

規
事
業
に
は
、
安
芸

　
新
規
事
業
に
は
、
安
芸
高

田
市
を
流
れ
る
多
治
比
川

田
市
を
流
れ
る
多
治
比
川
の

河
道
拡
幅
に
１
億
３
７
０

河
道
拡
幅
に
１
億
３
７
０
０

万
円
（
全
体
事
業

万
円
（
全
体
事
業
費
　

億
6363

円
）
、
大
竹
港
小
方
・
飛

円
）
、
大
竹
港
小
方
・
飛
石

地
区
の
臨
港
道
路
や
浮
桟

地
区
の
臨
港
道
路
や
浮
桟
橋

の
整
備
に
３
億
６
５
０
０

の
整
備
に
３
億
６
５
０
０
万

円
（
円
（
同
　
億
円
）
、
竹
原
市

億
円
）
、
竹
原
市
を

2222

流
れ
る
本
川
の
河
道
拡
幅

流
れ
る
本
川
の
河
道
拡
幅
に

１
億
１
６
０
０
万
円
（

１
億
１
６
０
０
万
円
（
同
　2020

億
円
）
、
三
原
市
を
通
る

億
円
）
、
三
原
市
を
通
る
都

市
計
画
道
路
宮
浦
西
野

市
計
画
道
路
宮
浦
西
野
線

同
１
・
４
％
減
、
街
路
・

同
１
・
４
％
減
、
街
路
・
都

市
計
画

市
計
画
が
　
億
円
で

億
円
で
同
　
・

5858

5555

７
％
増
、
公
園
が
６
億
円

７
％
増
、
公
園
が
６
億
円
で

同
　
・
８
％
減
、
空
港
が

・
８
％
減
、
空
港
が
３

1414
億
円
で

億
円
で
同
　
・
６
％
減
、

・
６
％
減
、
総

4343

合
維
持
修
繕
が
５
億
円
で

合
維
持
修
繕
が
５
億
円
で
同

額
、
住
宅
は
住
宅
特
別
会

額
、
住
宅
は
住
宅
特
別
会
計

か
ら
の
繰
出
金
９
億
円
が

か
ら
の
繰
出
金
９
億
円
が
同

４
・
３
％
減
。
住
宅
特
別

４
・
３
％
減
。
住
宅
特
別
会

計
は
　
億
円
で

億
円
で
同
　
・
１
％

・
１
％

3030

5252

増
と
な
る

増
と
な
る
。

主
な
事
業
で
は
、
三
篠

　
主
な
事
業
で
は
、
三
篠
川

の
護
岸
整
備

の
護
岸
整
備
に
　
億
１
８
０

億
１
８
０

5555

０
万
円
、
主
要
地
方
道
福

０
万
円
、
主
要
地
方
道
福
山

沼
隈
線
（
草
戸
～
熊
野
）

沼
隈
線
（
草
戸
～
熊
野
）
の

整
備
整
備
に
　

億
３
２
０
０

億
３
２
０
０
万

3838

円
、
主
要
地
方
道
鞆
松
永

円
、
主
要
地
方
道
鞆
松
永
線

（
鞆
）
の
整
備

（
鞆
）
の
整
備
に
　
億
２
９

億
２
９

3636

０
０
万
円
、
広
島
市
東
部

０
０
万
円
、
広
島
市
東
部
地

区
連
続
立
体
交
差
事
業

区
連
続
立
体
交
差
事
業
に
　1818

土
木
建
築
局
の
要
求
額

　
土
木
建
築
局
の
要
求
額
の

内
訳
は
、
補
助
公
共
事
業

内
訳
は
、
補
助
公
共
事
業
費

７
３
３
億
円
、
国
直
轄
事

７
３
３
億
円
、
国
直
轄
事
業

負
担
金
１
６
０
億
円
、
単

負
担
金
１
６
０
億
円
、
単
独

公
共
事
業
費
３
０
６
億
円

公
共
事
業
費
３
０
６
億
円
、

災
害
復
旧
事
業
費
２
２
５

災
害
復
旧
事
業
費
２
２
５
億

円
と
な
っ
て
い
る

円
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

要
求
額
は
総
額
１
２
０
０

要
求
額
は
総
額
１
２
０
０
億

円
（
補
正
含
む
、
災
害
復

円
（
補
正
含
む
、
災
害
復
旧

事
業
費
は
除
く
）

事
業
費
は
除
く
）
。

事
業
別
で
み
る
と
、
道

　
事
業
別
で
み
る
と
、
道
路

が
４
７
１
億
円
で
前
年
度

が
４
７
１
億
円
で
前
年
度
比

　
・
２
％
増
、
河
川
が
２

・
２
％
増
、
河
川
が
２
１

1919４
億
円
で

４
億
円
で
同
　
・
１
％
増

・
１
％
増
、

5252

砂
防
が
２
６
０
億
円
で
同

砂
防
が
２
６
０
億
円
で
同
１

１
８
・
５
％
増
、
海
岸

１
８
・
５
％
増
、
海
岸
が
　2222

億
円
で

億
円
で
同
　
・
５
％
増
、

・
５
％
増
、
港

5454

湾
が
１
０
３
億
円
で

湾
が
１
０
３
億
円
で
同
　
・
2929

９
％
増
、
漁
港

９
％
増
、
漁
港
が
　
億
円
で

億
円
で

1414

広
島
県
は
、
２
０
２
２
年
度
の
公
共
事
業
予
算
の
要
求
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
土
木
建
築
局

　
広
島
県
は
、
２
０
２
２
年
度
の
公
共
事
業
予
算
の
要
求
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
土
木
建
築
局
は
　
年
度
当
初

年
度
当
初

2222

予
算
に
公
共
事
業
費
８
９
７
億
円
、
災
害
復
旧
事
業
費
２
２
５
億
円
を
要
求

予
算
に
公
共
事
業
費
８
９
７
億
円
、
災
害
復
旧
事
業
費
２
２
５
億
円
を
要
求
。　

年
度
年
度
　
月
・
２
月
補
正
予
算
と

月
・
２
月
補
正
予
算
と

2121

1212

一
体
的
に
編
成
す
る
と
、
同
局
の
公
共
事
業
予
算
規
模
は
総
額
１
４
２
５
億
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
１

一
体
的
に
編
成
す
る
と
、
同
局
の
公
共
事
業
予
算
規
模
は
総
額
１
４
２
５
億
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
１
０

９
４
億
円
（
補
正
含
む
）
と
比
較
し

９
４
億
円
（
補
正
含
む
）
と
比
較
し
て
　
・
２
％
増
に
な
る
見
通
し
。
農
林
水
産
局
の
公
共
事
業
当
初
予
算
は

・
２
％
増
に
な
る
見
通
し
。
農
林
水
産
局
の
公
共
事
業
当
初
予
算
は
１

3030

７
６
億
円
で
、
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
総
額
は
２
０
２
億
円
と
な
る
。
西
日
本
豪
雨

７
６
億
円
で
、
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
総
額
は
２
０
２
億
円
と
な
る
。
西
日
本
豪
雨
や
　
年
７
月
・
８
月
豪
雨
か

年
７
月
・
８
月
豪
雨
か

2121

ら
の
復
旧
・
復
興
を
進
め
る
ほ
か
、
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
カ
年
加
速
化
対
策
」
を

ら
の
復
旧
・
復
興
を
進
め
る
ほ
か
、
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
カ
年
加
速
化
対
策
」
を
最

大
限
に
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備
を
推
進
し
て
い
く

大
限
に
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

広島県

土
木
建
築

土
木
建
築
局局
㮇
億
円
億
円
㮇
％
増
％
増

14251425

30.230.2

公
共
事
業
の
予
算
要
求（
補
正
含
む
）

ま
と
め
る

ま
と
め
る
。

ま
た
、
周
辺
施
設
の
賑

　
ま
た
、
周
辺
施
設
の
賑
わ

い
創
出
で
は
「
Ｐ
Ｒ
Ｅ
（

い
創
出
で
は
「
Ｐ
Ｒ
Ｅ
（
民

間
収
益
施
設
等
）」「
リ
ー

間
収
益
施
設
等
）」「
リ
ー
ス

方
式
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

方
式
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
等
）」「
事
業
用
定
期
借
地

プ
等
）」「
事
業
用
定
期
借
地
」

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ

「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
が
提
が
提

案
さ
れ
、
課
題
と
し
て
貸

案
さ
れ
、
課
題
と
し
て
貸
付

地
代
の
低
減
、
Ｊ
Ｒ
府
中

地
代
の
低
減
、
Ｊ
Ｒ
府
中
駅

の
橋
上
化
・
南
北
自
由
通

の
橋
上
化
・
南
北
自
由
通
路

の
設
置
な
ど
を
提
案
。
そ

の
設
置
な
ど
を
提
案
。
そ
の

他
で
は
「
前
面
道
路
の
拡
幅

他
で
は
「
前
面
道
路
の
拡
幅
」

「
駐
車
場
・
道
路
空
間
の

「
駐
車
場
・
道
路
空
間
の
確

保
」「
道
路
で
分
断
さ
れ
て

保
」「
道
路
で
分
断
さ
れ
て
い

る
天
満
屋
・
道
の
駅
と
の

る
天
満
屋
・
道
の
駅
と
の
一

体
感
を
も
た
ら
す
道
路
改
修

体
感
を
も
た
ら
す
道
路
改
修
」

「
メ
イ
ン
道
路
に
面
し
て
い

「
メ
イ
ン
道
路
に
面
し
て
い
な

い
訴
求
力
の
弱
さ

い
訴
求
力
の
弱
さ
」
な
ど
が

な
ど
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
昨

年
　

月
１
日
～
日
～
５
日
で
日
で
実

1111
施
。
「
①
市
民
プ
ー
ル
整

施
。
「
①
市
民
プ
ー
ル
整
備

に
伴
い
民
間
活
力
の
導
入

に
伴
い
民
間
活
力
の
導
入
が

図
ら
れ
る
事
業
内
容
、
事

図
ら
れ
る
事
業
内
容
、
事
業

手
法
及
び
そ
れ
ら
を
実
現

手
法
及
び
そ
れ
ら
を
実
現
す

る
に
あ
た
り
必
要
な
事
業

る
に
あ
た
り
必
要
な
事
業
期

間
等
」
「
②
市
民
プ
ー
ル

間
等
」
「
②
市
民
プ
ー
ル
整

備
に
連
動
し
、
周
辺
エ
リ

備
に
連
動
し
、
周
辺
エ
リ
ア

を
含
め
た
賑
わ
い
の
創
出

を
含
め
た
賑
わ
い
の
創
出
を

図
る
に
あ
た
り
、
市
有

図
る
に
あ
た
り
、
市
有
地

（
土
地
開
発
公
社
所
有
地

（
土
地
開
発
公
社
所
有
地
含

む
）
を
活
用
し
た
、
民
間

む
）
を
活
用
し
た
、
民
間
収

益
事
業
内
容
及
び
実
現
す

益
事
業
内
容
及
び
実
現
す
る

に
あ
た
り
必
要
な
事
業
期

に
あ
た
り
必
要
な
事
業
期
間

等
」
「
①
②
を
成
立
さ
せ

等
」
「
①
②
を
成
立
さ
せ
る

に
あ
た
り
必
要
と
な
る
周

に
あ
た
り
必
要
と
な
る
周
辺

エ
リ
ア
の
市
場
性
、
駐

エ
リ
ア
の
市
場
性
、
駐
車

場
、
交
通
、
オ
ー
プ
ン
ス

場
、
交
通
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
等
」
に
つ
い
て
、
民

ー
ス
等
」
に
つ
い
て
、
民
間

事
業
者
か
ら
意
見
を
聴
取

事
業
者
か
ら
意
見
を
聴
取
し

た
。
調
査
前
段
階
の
事
前

た
。
調
査
前
段
階
の
事
前
説

明
会
に
は
、
建
設
業
者
、

明
会
に
は
、
建
設
業
者
、
ろ

過
装
置
メ
ー
カ
ー
を
加
え

過
装
置
メ
ー
カ
ー
を
加
え
た

９
者
が
参
加
し
て
い
た
が

者
が
参
加
し
て
い
た
が
、

最
終
的
な
参
加
者
は

最
終
的
な
参
加
者
は
６
者
だ

っ
た
っ
た
。

踏
ま
え
、
事
業
方
式
や
公

踏
ま
え
、
事
業
方
式
や
公
募

条
件
の
整
理
・
検
討
を
進

条
件
の
整
理
・
検
討
を
進
め

て
い
く
方
針

て
い
く
方
針
。

市
民
プ
ー
ル
は
、
老
朽

　
市
民
プ
ー
ル
は
、
老
朽
化

が
進
む
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

が
進
む
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
（
土
生
町
）
の
代
替
施

ー
（
土
生
町
）
の
代
替
施
設

と
し
て
、
中
心
市
街
地
に

と
し
て
、
中
心
市
街
地
に
移

転
・
整
備
す
る
。
計
画
候

転
・
整
備
す
る
。
計
画
候
補

地
は
、
「
道
の
駅
び
ん
ご

地
は
、
「
道
の
駅
び
ん
ご
府

中
」
近
く
の
市
有
地
約

中
」
近
く
の
市
有
地
約
４
４

０
０
釈
（
府
川
町
外
）
。

（
府
川
町
外
）
。
プ

ー
ル
ー
ル
は
　
ｍ
×
６
×
６
レ
ー
ン

レ
ー
ン
を

2525

想
定
し
、
屋
外
に
は
芝
生

想
定
し
、
屋
外
に
は
芝
生
広

場
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
水

場
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
水
平

型
に
配
置

型
に
配
置
。
エ
リ
ア
の
賑

エ
リ
ア
の
賑
わ

い
創
出
を
図
る
た
め
、
プ

い
創
出
を
図
る
た
め
、
プ
ー

ル
周
辺
空
間
の
活
用
も
検

ル
周
辺
空
間
の
活
用
も
検
討

す
る
す
る
。
周
辺
整
備
な
ど
を

周
辺
整
備
な
ど
を
含

め
た
整
備
費
用
は

め
た
整
備
費
用
は
、　

億
円
億
円

1010

を
上
限
と
し
て
想
定
し
て

を
上
限
と
し
て
想
定
し
て
お

り
、
年
度
内

り
、
年
度
内
で
基
本
構
想
を

基
本
構
想
を

ー
・
コ
ン
サ
ル
・
ス
ポ
ー

ー
・
コ
ン
サ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
業
者
・
建
築
コ

ク
ラ
ブ
事
業
者
・
建
築
コ
ン

サ
ル
か
ら

サ
ル
か
ら
６
者
が
参
加
。

者
が
参
加
。
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
プ
ー

査
結
果
に
よ
る
と
、
プ
ー
ル

施
設
の
整
備
手
法
に
つ
い

施
設
の
整
備
手
法
に
つ
い
て

は
「
Ｄ
Ｂ
方
式
」「
Ｄ
Ｂ
Ｏ

は
「
Ｄ
Ｂ
方
式
」「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

式
」
「
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
」
「
リ

式
」
「
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
」
「
リ
ー

ス
方
式
」
の

ス
方
式
」
の
４
つ
が
提
案

つ
が
提
案
さ

れ
た
。
市
で
は
調
査
結
果

れ
た
。
市
で
は
調
査
結
果
を

府
中
市
は
、
Ｊ
Ｒ
府
中

　
府
中
市
は
、
Ｊ
Ｒ
府
中
駅

南
側
エ
リ
ア
の
新
た
な
賑

南
側
エ
リ
ア
の
新
た
な
賑
わ

い
を
創
出
す
る
複
合
型
拠

い
を
創
出
す
る
複
合
型
拠
点

施
設
と
し
て
「
（
仮
称
）
府

施
設
と
し
て
「
（
仮
称
）
府
中

市
民
プ
ー
ル
」
の
整
備
を

市
民
プ
ー
ル
」
の
整
備
を
計

画
。
昨
年
実
施
し
た
サ
ウ

画
。
昨
年
実
施
し
た
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
を

デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
ま

と
め
公
表
し
た

と
め
公
表
し
た
。

調
査
に
は
、
デ
ベ
ロ
ッ

　
調
査
に
は
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ

る
。
　
６
月
下
旬
に
優
先
交
渉

月
下
旬
に
優
先
交
渉
者

を
決
定
し
、

を
決
定
し
、
７
月
に
覚
書

月
に
覚
書
を

締
結
締
結
。　

月
に
事
業
主
体

月
に
事
業
主
体
の

1111

組
合
設
立
が
認
可
さ
れ
、

組
合
設
立
が
認
可
さ
れ
、　
2323

年
５
月
に
仮
換
地
の
指
定

月
に
仮
換
地
の
指
定
が

完
了
す
る
見
通
し
。
同
年

完
了
す
る
見
通
し
。
同
年
９

月
に
土
地
売
買
契
約
を

月
に
土
地
売
買
契
約
を
結

び
、
工
事
が
完
了
す

び
、
工
事
が
完
了
す
る
　
年
2626

９
月
に
土
地
の
引
き
渡
し

月
に
土
地
の
引
き
渡
し
を

行
う
と
し
て
い
る

行
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
観
光
・
交
流
施

　
一
方
、
観
光
・
交
流
施
設

用
地
に
つ
い
て
は
、
事
業

用
地
に
つ
い
て
は
、
事
業
協

力
者
の
西
松
建
設
が
誘
致

力
者
の
西
松
建
設
が
誘
致
活

動
に
取
り
組
む
方
針
。
現

動
に
取
り
組
む
方
針
。
現
時

点
で
、
宿
泊
施
設
、
温
浴

点
で
、
宿
泊
施
設
、
温
浴
施

設
、
リ
ゾ
ー
ト
体
験
、
飲

設
、
リ
ゾ
ー
ト
体
験
、
飲
食

店
、
体
験
型
施
設
、
地
元

店
、
体
験
型
施
設
、
地
元
産

品
の
販
売
施
設
な
ど
が
構

品
の
販
売
施
設
な
ど
が
構
想

域
内
の
工
業
施
設
用
地
に

域
内
の
工
業
施
設
用
地
に
立

地
を
希
望
す
る
事
業
者
の

地
を
希
望
す
る
事
業
者
の
募

集
を
開
始
し
た
。
立
地
意

集
を
開
始
し
た
。
立
地
意
向

表
明
書
な
ど
の
関
係
書
類

表
明
書
な
ど
の
関
係
書
類
を

２
月
　
日
ま
で
受
け
付
け

日
ま
で
受
け
付
け
て

1616

い
る
。
事
業
提
案
書
は

い
る
。
事
業
提
案
書
は
４
月

廿
日
市
市
で
計
画
さ
れ

　
廿
日
市
市
で
計
画
さ
れ
て

い
る
新
機
能
都
市
開
発
事

い
る
新
機
能
都
市
開
発
事
業

を
巡
り
、
市
を
含
む
地
権

を
巡
り
、
市
を
含
む
地
権
者

で
構
成
す
る
「
平
良
丘
陵

で
構
成
す
る
「
平
良
丘
陵
開

発
土
地
区
画
整
理
準
備
会

発
土
地
区
画
整
理
準
備
会
」

（
準
備
会
）

（
準
備
会
）
が
　
日
、
事
業
区

日
、
事
業
区

2828

１
日
～
　

日
の
期
間
で

日
の
期
間
で
求

2020

め
、
め
、
６
月
下
旬
に
も
優
先

月
下
旬
に
も
優
先
交

渉
者
を
決
め
る
予
定
だ

渉
者
を
決
め
る
予
定
だ
。

同
事
業
は
、
山
陽
自
動

　
同
事
業
は
、
山
陽
自
動
車

道
宮
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

道
宮
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）
の
東
側
か
ら
西

（
Ｓ
Ａ
）
の
東
側
か
ら
西
広

島
バ
イ
パ
ス
佐
方
Ｓ
Ａ
付

島
バ
イ
パ
ス
佐
方
Ｓ
Ａ
付
近

の
丘
陵
地

の
丘
陵
地
約
　
　

を
開
発

を
開
発

7070
ｈａｈａ

し
、
観
光
・
交
流
施
設
、

し
、
観
光
・
交
流
施
設
、
工

業
施
設
な
ど
を
整
備
す
る

業
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
も

の
で
、
市
の
新
た
な
活
力

の
で
、
市
の
新
た
な
活
力
を

創
出
す
る
重
点
事
業
に
位

創
出
す
る
重
点
事
業
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る

付
け
ら
れ
て
い
る
。

事
業
主
体
は
「
土
地
区

　
事
業
主
体
は
「
土
地
区
画

整
理
組
合
」
（
組
合
）
と

整
理
組
合
」
（
組
合
）
と
す

る
。
２
０
１
８

２
０
１
８
年
に
準
備

年
に
準
備
会

が
設
立
さ
れ

が
設
立
さ
れ
、　

年
に
年
に
準
備
準
備

1919

会
の
事
業
協
力
者
に
西
松

会
の
事
業
協
力
者
に
西
松
建

設
が
選
定
さ
れ
た
。
現
在

設
が
選
定
さ
れ
た
。
現
在
、

市
・
準
備
会
・
西
松
建
設

市
・
準
備
会
・
西
松
建
設
の

３
者
が
連
携
し

者
が
連
携
し
、　

月
の
組

月
の
組

1111

合
設
立
に
向
け
て
準
備
を

合
設
立
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る

め
て
い
る
。

募
集
対
象
地
と
な
る
工

　
募
集
対
象
地
と
な
る
工
業

施
設
用
地
の
面
積
は

施
設
用
地
の
面
積
は
約
　
・
1111

１
　
。
応
募
資
格
は
法
人

。
応
募
資
格
は
法
人
ま

ｈａｈａ
た
は
個
人
事
業
主
で
、
提

た
は
個
人
事
業
主
で
、
提
案

し
た
事
業
計
画
に
即
し
、

し
た
事
業
計
画
に
即
し
、
行

政
協
議
・
施
設
整
備
を

政
協
議
・
施
設
整
備
を
行

い
、
長
期
に
わ
た
り
継
続

い
、
長
期
に
わ
た
り
継
続
し

て
運
営
す

て
運
営
す
る
こ
と
―
な
ど

こ
と
―
な
ど
を

要
件
と
す
る

要
件
と
す
る
。

宅
地
の
位
置
・
形
状
・

　
宅
地
の
位
置
・
形
状
・
面

積
・
用
途
地
域
・
地
区

積
・
用
途
地
域
・
地
区
計

画
・
イ
ン
フ
ラ
な
ど
は
、

画
・
イ
ン
フ
ラ
な
ど
は
、
立

地
意
向
表
明
書
と
秘
密
保

地
意
向
表
明
書
と
秘
密
保
持

誓
約
書
の
提
出
後
に
配
布

誓
約
書
の
提
出
後
に
配
布
す

に
あ
り
、
交
流
人
口
の

に
あ
り
、
交
流
人
口
の
増

加
、
雇
用
機
会
の
拡
大
に

加
、
雇
用
機
会
の
拡
大
に
つ

な
が
る
機
能
の
導
入
を
目

な
が
る
機
能
の
導
入
を
目
指

す
。そ

の
ほ
か
、
多
目
的
エ

　
そ
の
ほ
か
、
多
目
的
エ
リ

ア
の
用
地
と
し
て
約

ア
の
用
地
と
し
て
約
２
　
を
ｈａｈａ

確
保
す
る
計
画
で
、
地
権

確
保
す
る
計
画
で
、
地
権
者

の
住
宅
建
設
な
ど
が
検
討

の
住
宅
建
設
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
い
る

れ
て
い
る
。

工
事
完
了
後
の
ス
ケ
ジ

　
工
事
完
了
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
換
地
処
分

ー
ル
は
換
地
処
分
が
　

年
2828

度
、
組
合
の
解
散

度
、
組
合
の
解
散
が
　
年
度
年
度

2929

を
予
定
す
る

を
予
定
す
る
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
、
平
良
丘
陵
開
発
土
地

は
、
平
良
丘
陵
開
発
土
地
区

画
整
理
準
備
会
開
発
準
備

画
整
理
準
備
会
開
発
準
備
室

（
電
話

（
電
話
０
８
２
９

０
８
２
９
―
３
２
３
２
―

６
１
３
７

６
１
３
７
）
。

可
部
南
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

信和不動産

5
月
着
工
に
向
け
準
備

建設予定地

「
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
」
マ
ン

　
「
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
」
マ
ン
シ

ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
信
和
不

ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
信
和
不
動

産
（
広
島
市
西
区
横
川
町

産
（
広
島
市
西
区
横
川
町
３

―
８
―
６
、
和
田
正
男

、
和
田
正
男
社

長
）
は
、
広
島
市
安
佐
北

長
）
は
、
広
島
市
安
佐
北
区

で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
「
（

で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
「
（
仮

称
）
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
可
部
南

称
）
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
可
部
南
３

丁
目
」
の
新
築
工
事
を
計

丁
目
」
の
新
築
工
事
を
計
画

し
て
お
り
、

し
て
お
り
、
５
月
の
着
工

月
の
着
工
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

計
画
に
よ
る
と
、
建
設

　
計
画
に
よ
る
と
、
建
設
地

は
広
島
市
安
佐
北
区
可
部

は
広
島
市
安
佐
北
区
可
部
南

３
―
１
７
２

１
７
２
ほ
か
の
敷
地

ほ
か
の
敷
地
２

８
１
７

８
１
７
・
　

釈
。
建
物
は

。
建
物
は
Ｒ

4242

Ｃ
造
　

階
建
延
べ

階
建
延
べ
４
４
４
４
２

1515

０
・
　

釈
（
建
築
面
積

（
建
築
面
積
４
０

4646

５
・
　

釈
）
で
、
住
居
数

）
で
、
住
居
数
は

7575

　
戸
の
入
居
を
予
定
し
て

戸
の
入
居
を
予
定
し
て
い

4444る
。設

計
は
沖
本
初
建
築
設

　
設
計
は
沖
本
初
建
築
設
計

事
務
所
が
担
当
す
る
が
、

事
務
所
が
担
当
す
る
が
、
施

工
業
者
に
つ
い
て
は
数
社

工
業
者
に
つ
い
て
は
数
社
の

候
補
か
ら
選
定
作
業
を
進

候
補
か
ら
選
定
作
業
を
進
め

て
い
る
。

て
い
る
。
２
０
２
４

２
０
２
４
年
２
月

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

「
土
木
は
私
た
ち
の
生

　「
土
木
は
私
た
ち
の
生
活

に
な
く
て
は
な
ら
な
い

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
。
仕
事
の
成
果
が
目
に

の
。
仕
事
の
成
果
が
目
に
見

え
る
こ
と
が
一
番
の
や
り

え
る
こ
と
が
一
番
の
や
り
が

い
」
と
話
す
の
は
、
広
島

い
」
と
話
す
の
は
、
広
島
県

西
部
建
設
事
務
所
廿
日
市

西
部
建
設
事
務
所
廿
日
市
支

所
の
江
尻
未
祐
さ
ん
。
女

所
の
江
尻
未
祐
さ
ん
。
女
性

職
員
が
半
数
を
占
め
る
厳

職
員
が
半
数
を
占
め
る
厳
島

港
整
備
課
で
日
々
勤
し
む

港
整
備
課
で
日
々
勤
し
む
。

「
同
性
が
い
る
と
心
強
く

「
同
性
が
い
る
と
心
強
く
、

困
っ
た
時
も
相
談
し
や

困
っ
た
時
も
相
談
し
や
す

い
。
建
設
業
界
で
活
躍
す

い
。
建
設
業
界
で
活
躍
す
る

女
性
の
仲
間
が
も
っ
と
増

女
性
の
仲
間
が
も
っ
と
増
え

る
と
嬉
し
い
」
と
笑
み
を

る
と
嬉
し
い
」
と
笑
み
を
見

せ
る
せ
る
。

大
学
時
代
は
生
態
学
や

　
大
学
時
代
は
生
態
学
や
森

林
環
境
に
つ
い
て
研
究
。

林
環
境
に
つ
い
て
研
究
。
入

学
時
に
は
土
木
に
対
す
る

学
時
に
は
土
木
に
対
す
る
思

い
入
れ
は
あ
ま
り
な
か
っ

い
入
れ
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

が
、
県
土
木
建
築
局
へ
の

が
、
県
土
木
建
築
局
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
関
心

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
関
心
が

一
気
に
高
ま
っ
た
。「
担

一
気
に
高
ま
っ
た
。「
担
当

者
の
説
明
や
指
導
を
受
け

者
の
説
明
や
指
導
を
受
け
る

中
で
、
土
木
の
面
白
さ
や

中
で
、
土
木
の
面
白
さ
や
社

会
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
仕
事

会
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
仕
事
に

魅
力
を
感
じ
始
め
た
。
職

魅
力
を
感
じ
始
め
た
。
職
場

の
雰
囲
気
も
良
さ
そ
う
で

の
雰
囲
気
も
良
さ
そ
う
で
、

専
門
知
識
が
な
い
自
分
で

専
門
知
識
が
な
い
自
分
で
も

頑
張
れ
ば
で
き
る
か
も
し

頑
張
れ
ば
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
た
」
と
懐
か

な
い
と
思
っ
た
」
と
懐
か
し

そ
う
に
語
る

そ
う
に
語
る
。

入
庁
６
年
目
。
現
在
は

　
入
庁
６
年
目
。
現
在
は
大

竹
港
（
小
方
地
区
）
の
橋

竹
港
（
小
方
地
区
）
の
橋
梁

補
修
下
部
工
事
の
現
場
な

補
修
下
部
工
事
の
現
場
な
ど

を
担
当
す
る

を
担
当
す
る
。

「
橋
梁
の
現
場
は
初
め
て

　「
橋
梁
の
現
場
は
初
め
て
。

打
ち
合
わ
せ
で
は
専
門
用

打
ち
合
わ
せ
で
は
専
門
用
語

が
飛
び
交
う
た
め
、
分
か

が
飛
び
交
う
た
め
、
分
か
ら

な
い
こ
と
は
上
司
や
先
輩

な
い
こ
と
は
上
司
や
先
輩
、

関
係
者
の
指
導
を
受
け
な

関
係
者
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
一
つ
ひ
と
つ
理
解
す
る

ら
一
つ
ひ
と
つ
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
る
。
こ
の

と
が
大
切
に
な
る
。
こ
の
経

験
を
糧
に
し
て
い
き
た
い

験
を
糧
に
し
て
い
き
た
い
」

と
頼
も
し
い
言
葉

と
頼
も
し
い
言
葉
。

２
０
１
８
年
の
西
日
本

　
２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪

雨
の
対
応
が
印
象
に
残
る

雨
の
対
応
が
印
象
に
残
る
。

当
時
は
西
部
建
設
事
務
所

当
時
は
西
部
建
設
事
務
所
呉

支
所
に
配
属
さ
れ
て
お
り

支
所
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、

呉
市
安
浦
町
の
河
川
復
旧

呉
市
安
浦
町
の
河
川
復
旧
の

対
応
に
あ
た
っ
た
。
安
浦

対
応
に
あ
た
っ
た
。
安
浦
町

で
は
野
呂
川
と
中
畑
川
が

で
は
野
呂
川
と
中
畑
川
が
氾

濫
し
、
市
街
地
の
広
範
囲

濫
し
、
市
街
地
の
広
範
囲
が

浸
水
し
た

浸
水
し
た
。

ま
ち
の
惨
状
を
鮮
明
に

　
ま
ち
の
惨
状
を
鮮
明
に
記

憶
す
憶
す
る
。「。「
今
ま
で
に
見

今
ま
で
に
見
た

こ
と
の
な
い
光
景
。
被
災

こ
と
の
な
い
光
景
。
被
災
し

た
地
域
住
民
の
不
安
を
感

た
地
域
住
民
の
不
安
を
感
じ

取
り
、
丁
寧
な
説
明
を
心

取
り
、
丁
寧
な
説
明
を
心
掛

け
た
。
復
旧
工
事
に
あ
た

け
た
。
復
旧
工
事
に
あ
た
る

施
工
業
者
の
大
変
さ
も
伝

施
工
業
者
の
大
変
さ
も
伝
わ

っ
て
く
る
中
で
、
工
程
管

っ
て
く
る
中
で
、
工
程
管
理

や
地
元
調
整
に
は
大
変
苦

や
地
元
調
整
に
は
大
変
苦
労

し
た
」
と
振
り
返
り
つ
つ

し
た
」
と
振
り
返
り
つ
つ
、

「
今
後
の
土
木
行
政
に
携

「
今
後
の
土
木
行
政
に
携
わ

る
う
え
で
、
必
要
な
考
え

る
う
え
で
、
必
要
な
考
え
方

を
養
う
機
会
と
な
っ

を
養
う
機
会
と
な
っ
た
」
と

話
す
。

建
設
業
界
で
は
、
働
き

　
建
設
業
界
で
は
、
働
き
方

改
革
、
Ｄ
Ｘ
の
導
入
、
女

改
革
、
Ｄ
Ｘ
の
導
入
、
女
性

の
活
躍
推
進
な
ど
官
民
が

の
活
躍
推
進
な
ど
官
民
が
連

携
し
た
様
々
な
施
策
が
展

携
し
た
様
々
な
施
策
が
展
開

さ
れ
て
い
る

さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
江
尻
さ
ん
は
「
建

い
て
、
江
尻
さ
ん
は
「
建
設

業
は
他
の
業
界
と
比
較
し

業
は
他
の
業
界
と
比
較
し
て

労
働
時
間
が
長
く
、
女
性

労
働
時
間
が
長
く
、
女
性
の

数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
新

し
い
取
り
組
み
が
浸
透
す

し
い
取
り
組
み
が
浸
透
す
る

こ
と
こ
と
で
、
誰
も
が
働
き
や

、
誰
も
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
に
な
っ
て
ほ

い
職
場
環
境
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ

と
期
待
を
寄
せ
る
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は

「
土
木
は
経
験
の
仕

土
木
は
経
験
の
仕
事
。

様
々
な
現
場
に
入
り
、
前

様
々
な
現
場
に
入
り
、
前
向

き
な
姿
勢
で
業
務
に
取
り

き
な
姿
勢
で
業
務
に
取
り
組

み
た
い
」
と
意
欲
的
。
担

み
た
い
」
と
意
欲
的
。
担
当

し
た
こ
と
の
な
い
維
持
業

し
た
こ
と
の
な
い
維
持
業
務

や
、
一
事
業
の
計
画
か
ら

や
、
一
事
業
の
計
画
か
ら
完

成
ま
で
を
一
貫
し
て
携
わ

成
ま
で
を
一
貫
し
て
携
わ
り

た
い
と
い
う
思
い
も

た
い
と
い
う
思
い
も
。

「
こ
れ
か
ら
は
ド
ロ
ー

　「
こ
れ
か
ら
は
ド
ロ
ー
ン

な
ど
新
技
術
を
扱
う
こ
と

な
ど
新
技
術
を
扱
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
の
で

求
め
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、

新
し
い
時
代
に
対
応
で
き

新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る

職
員
に
も
な
り
た
い
」
と

職
員
に
も
な
り
た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
る

を
輝
か
せ
る
。

建
設
業
界
を
目
指
す

　
建
設
業
界
を
目
指
す
女

性
・
後
進
に
は
「
女
性

性
・
後
進
に
は
「
女
性
は

徐
々
に
増
え
て
い
る
の
で

徐
々
に
増
え
て
い
る
の
で
安

心
し
て
入
っ
て
き
て
ほ

心
し
て
入
っ
て
き
て
ほ
し

い
。
人
々
の
生
活
基
盤
を

い
。
人
々
の
生
活
基
盤
を
支

え
る
仕
事
に
は
や
り
が
い

え
る
仕
事
に
は
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
は
ず
。
一
緒

感
じ
ら
れ
る
は
ず
。
一
緒
に

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

　好きな言葉は「上善水のごとし」。
趣味は旅行。昨年からキャンプなど
アウトドアを始めた。広島市出身。

広島県西部建設事務所
廿日市支所 厳島港整備課

江尻 未祐さん

土
木
は
経
験
、前
向
き
な
姿
勢

土
木
は
経
験
、前
向
き
な
姿
勢
でで
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